
グ
や
、
地
域
ご
と
の
来
訪
者
数
、
曜
日
・
時

間
ご
と
の
滞
在
人
数
と
い
っ
た
静
的
分
析

は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
内
で
よ
く
通
行
さ
れ

て
い
る
経
路
、流
入
・
流
出
経
路
な
ど
の
動

的
分
析
も
可
能
に
な
る
（
左
表
参
照
）。

　

奈
良
県
で
は
、
い
わ
ゆ
る
団
体
旅
行
の

『
爆
買
い
』
ニ
ー
ズ
向
き
の
量
販
店
や
百
貨

店
が
県
内
に
な
い
こ
と
か
ら
、
働
き
か
け

る
べ
き
有
力
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
個
人
旅
行

者
で
あ
る
と
想
定
。
県
内
へ
の
流
入
経
路

や
周
遊
状
況
に
つ
い
て
も
、
個
人
旅
行
者

に
特
化
し
て
把
握
し
て
み
た
い
と
い
う
考

え
が
あ
っ
た
。
Ｔ
Ｊ
Ｗ
の
よ
う
な
ア
プ
リ

を
自
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

で
情
報
収
集
す
る
旅
行
者
は
個
人
旅
行
者

に
多
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
本

分
析
は
奈
良
県
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い

た
と
い
え
る
。

　

今
回
分
析
に
使
用
し
た
の
は
、
２
０
１

５
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
３

カ
月
間
に
Ｔ
Ｊ
Ｗ
を
使
用
し
て
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ

ｉ
に
接
続
し
た
デ
ー
タ
。
同
一
人
物
に
よ

る
接
続
を
１
と
カ
ウ
ン
ト
す
る
、
い
わ
ゆ

る
ユ
ニ
ー
ク
ユ
ー
ザ
ー
で
合
計
７
万
１
６

７
２
人
分
の
デ
ー
タ
が
対
象
に
な
っ
た
。

　

旅
行
者
が
ど
こ
を
訪
れ
た
か
と
い
う
デ

ー
タ
は
、
各
地
に
設
置
さ
れ
た
ア
ク
セ
ス

ポ
イ
ン
ト
に
残
さ
れ
た
接
続
履
歴
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
分
析
す
る
こ
と

で
、
都
道
府
県
別
の
来
訪
者
数
や
、
県
内

の
国
籍
別
来
訪
者
数
を
ラ
ン
キ
ン
グ
で
確

認
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

　

調
査
期
間
中
に
対
象
と
な
っ
た
７
万
１

６
７
２
人
中
、
奈
良
県
内
へ
の
来
訪
者
数

（
奈
良
県
内
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
約
２

３
０
０
カ
所
に
接
続
し
た
人
）
は
１
万
２

９
０
８
人
で
全
国
７
位（
表
１
）。観
光
庁

の
調
査
に
よ
る
と
、
訪
日
旅
行
者
全
体
の

訪
奈
良
率
は
全
都
道
府
県
別
13
位

（
2
0
1
5
年
）
で
、
本
調
査
で
は
そ
れ
よ

り
や
や
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
結
果
と

な
っ
た
。
Ｔ
Ｗ
Ｊ
利
用
者
に
個
人
旅
行
者

が
多
い
と
仮
定
す
る
と
、
個
人
旅
行
者
の

訪
奈
良
率
が
高
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

奈
良
県
へ
の
来
訪
者
数
を
市
場
別
に
見

る
と
、
台
湾
が
35
・
１
％
と
最
多
で
、
香

港
が
13
・
３
％
と
続
く
。Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
（
日
本

政
府
観
光
局
）
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
推
計

訪
奈
良
外
国
人
数
で
は
、
中
国
が
32
・
０

％
で
１
位
を
占
め
る
が
、
本
調
査
で
は
中

国
の
シ
ェ
ア
は
わ
ず
か
７
・
１
％
。
逆
に
、

推
計
で
は
０
・
６
％
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が

６
・
６
％
、
同
１
・
１
％
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
が
６
・
８
％
と
な
る
な
ど
、
本
調
査

の
対
象
者
＝
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
利
用
者
層
に
限

っ
て
言
え
ば
全
体
調
査
に
よ
る
推
計
値
と

構
成
比
が
異
な
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

　

地
図
上
を
エ
リ
ア
に
分
け
、
滞
在
し
た
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エリアプロデュースニュース

JRCの主要な活動の一つであるエリアプロデュース（AP）事業。
地域についての調査・分析やPR・誘客・周遊促進など、個別の観光振興支援事業について、

最新の手法と事例をご紹介する。

インバウンド最新ビッグデータ分析、ふるさと割クーポン成果報告、
グリツリ推進…

最新プロモ手法開発中！ 2016.June

　

訪
日
旅
行
者
の
多
く
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
携
帯
端
末
を
持

っ
て
訪
れ
る
の
は
国
内
旅
行
者
と
同
じ
。

こ
の
携
帯
端
末
が
発
す
る
位
置
情
報
を
分

析
す
れ
ば
、国
内
旅
行
者
と
同
様
、訪
日
旅

行
者
の
動
き
が
把
握
で
き
る
。

　

位
置
情
報
分
析
に
は
、
携
帯
端
末
が
基

地
局
と
通
信
す
る
電
波
か
ら
端
末
の
位
置

を
捉
え
た
デ
ー
タ
（
訪
日
旅
行
者
の
場
合

は
ロ

※

ー
ミ
ン
グ
デ
ー
タ
）を
使
う
も
の
、携

帯
端
末
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
デ

ー
タ
を
使
う
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ

プ
が
あ
る
が
、そ
の
一
つ
と
し
て
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ

ｉ
の
接
続
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
方
法
が
あ

る
。
仕
組
み
は
図
１
の
通
り
だ
。

　

今
回
、
奈
良
県
で
の
調
査
に
使
用
し
た

の
は
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
接
続
が
で
き
る
観
光

情
報
ア
プ
リ
、『TRA

VEL JA
PA

N
 W

i-Fi

（
以
下
Ｔ
Ｊ
Ｗ
）』
の
利
用
者
に
よ
る
Ｗ
ｉ
‐

Ｆ
ｉ
接
続
履
歴
デ
ー
タ
。Ｔ
Ｊ
Ｗ
は
、旅
行

者
が
事
前
に
携
帯
端
末
に
ア
プ
リ
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
お
け
ば
国
内
最
大
20
万
カ

所
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
通
じ
て
Ｗ
ｉ
‐

Ｆ
ｉ
に
接
続
で
き
、
観
光
情
報
の
提
供
が

受
け
ら
れ
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
で
、
総
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
数
は
累
計
１
５
０
万
超
、
毎

月
約
３
万
人
の
訪
日
旅
行
者
に
利
用
さ
れ

て
い
る
（
２
０
１
６
年
４
月
現
在
）。
こ
れ

ら
の
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
全
国

の
観
光
地
と
比
べ
た
来
訪
者
数
ラ
ン
キ
ン

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
接
続
デ
ー
タ
か
ら

訪
日
旅
行
者
の
動
き
を
分
析

訪
奈
良
外
国
人
数
は
全
国
７
位

台
湾
、
香
港
が
半
数
を
占
め
る

来
訪
先
は
奈
良
市
メ
イ
ン

宿
泊
時
間
帯
は
よ
り
顕
著

過
去
に
本
誌
で
も
紹
介
し
て
き
た
携
帯
端
末
の
位
置
情
報
に
よ
る
旅
行
者
の
動
態
分
析
。

今
回
Ｊ
Ｒ
Ｃ
で
は
、
同
様
の
手
法
で
訪
日
旅
行
者
に
関
す
る
分
析
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
し
た
。

こ
こ
で
は
、
試
験
的
に
分
析
を
行
っ
た
奈
良
県
の
事
例
を
ご
紹
介
す
る
。

Ｗ
ｉ‐Ｆ
ｉ
接
続
デ
ー
タ
か
ら

訪
日
個
人
旅
行
者
の
動
き
を
読
む

 

訪
日
旅
行
者
の
動
き
が
明
ら
か
に
！ 

位
置
情
報
デ
ー
タ
分
析
最
新
レ
ポ
ー
ト

Top
News

図2	 奈良県内の市町村別来訪者数ヒートマップ 手法結果1

結果2

図1	Wi-Fi接続データを活用した
	 位置情報分析の仕組み

表1	同一期間に訪れた外国人
	 来訪者数の全国ランキング

大阪府
京都府
東京都
兵庫県
千葉県

神奈川県
奈良県
愛知県
静岡県
滋賀県

52,540人 
41,697人 
40,989人 
18,464人 
16,376人 
15,023人 
12,908人 
9,346人 
9,088人 
8,161人

1
2

3

4

5

6

7

8

9

10

第 位

TRAVEL JAPAN Wi-Fiで
分かる・できること

静
的
分
析

動
的
分
析

そ
の
他

観光地ランキング→P17
全国の観光地周辺のアクセスポイント
にアクセスしたユーザー数を「ランキン
グ形式」で把握できる。
ヒートマップ→P17
訪日外国人の訪問地域ごとのユニーク
ユーザー数を「ヒートマップ」として表示
することで視覚的に把握できる。
アクセスポイント一覧・地理的比較
アクセスポイント別の利用ユーザー数
や、任意のエリア内でのユーザーの時
間的推移を比較できる。
タイルマップ→P19
地域ごとに、曜日・時間帯別の滞在人
数を分析できる。

主動線分析→P18
地域内、またはある地点周辺の範囲内
でよく通行されている経路を地図上で
可視化できる。
ネクストアクションマップ→P19
任意の地区内に設置されたアクセスポ
イントを利用したユーザーが、「どの地
域から訪問しているか」「訪問後、どの
地域を次に訪れているか」を視覚的に
把握できる。

PUSH配信
来店の可能性の高いエリアを指定し、
エリア内で接続した人に用意したコン
テンツを配信。
…など

表2	奈良県への外国人来訪者
	 の国籍別比率（主要国）

台湾
香港
中国
韓国

シンガポール
マレーシア

タイ
アメリカ

オーストラリア
イギリス
その他

35.1%
13.3%
7.1%
3.9%
6.6%
3.6%
3.0%
7.4%
6.8%
5.2%
7.9%

1 全日

（n=12,908）

2 昼間  6:00-18:00

（n=12,407）

※訪日外国人が自国で契約している通信事業者と同じサービスを、日本国内の提携事業者の設備を利用して受ける際に蓄積されるデータ

（前日、n=5,101）

図3	 奈良市内のエリア別来訪者数ヒートマップ

4 深夜帯 24:00-翌6:00

（n=1,257）

3 夜間 18:00-24:00

（n=3,819）

訪問者数 低 高

外国人来訪者が
アプリをダウンロード

アプリがWi-Fiに接続すると
アクセスポイントに
履歴が残る

接続履歴を分析することで、
滞在や移動の
状況を把握できる

16　June  201617 June  2016　
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人
数
で
色
分
け
し
た
「
ヒ
ー
ト
マ
ッ
プ
」

で
は
、
ど
の
エ
リ
ア
に
よ
り
多
く
の
人
が

集
ま
っ
て
い
る
か
を
感
覚
的
に
つ
か
む
こ

と
が
で
き
る
。
本
調
査
で
は
、
県
全
体
へ

の
来
訪
者
１
万
２
９
０
８
人
中
、
奈
良
市

来
訪
者
は
１
万
２
２
２
１
人
と
、
大
半
が

奈
良
市
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た

（
図
２
①
、
奈
良
市
は
赤
枠
部
）。
時
間
帯

別
に
来
訪
者
数
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

図
２
②
、
２
③
、
２
④
は
そ
れ
ぞ
れ
、
昼

間
（
６
時
〜
18
時
）、
夜
間
（
18
時
〜
24

時
）、
深
夜
帯
（
24
時
〜
6
時
）
の
来
訪
者

数
を
示
し
た
も
の
。
昼
間
の
滞
在
は
観
光
、

深
夜
帯
の
滞
在
は
宿
泊
と
想
定
さ
れ
る
が
、

奈
良
県
の
場
合
、
宿
泊
時
間
帯
に
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
滞
在
エ
リ
ア
が
限
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
奈
良
市
内
に
限
定
し
て
細
か

く
見
て
い
く
と
、
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
の
あ
る
三

条
本
町
周
辺
に
人
が
集
中
し
て
い
る
様
子

も
見
て
取
れ
た
（
図
３
、
三
条
本
町
は
赤

枠
部
）。

　

指
定
し
た
エ
リ
ア
へ
の
曜
日
別
・
時
間

帯
別
の
滞
在
人
数
を
把
握
で
き
る
の
が

「
タ
イ
ル
マ
ッ
プ
」。
滞
在
人
数
が
多
い
曜

日
・
時
間
帯
は
赤
、
少
な
い
曜
日
・
時
間

帯
は
緑
に
塗
り
分
け
ら
れ
、
視
覚
的
に
全

体
像
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

奈
良
県
の
場
合
、曜
日
別
で
は
週
末
、時

間
帯
で
は
昼
間
に
滞
在
が
集
中
し
、
夜
間

〜
深
夜
帯
に
つ
い
て
は
大
き
く
減
少
（
図

５
‐
１
）。一
見
し
て
夜
間
人
口
の
多
い
大

阪
府
（
図
５
‐
２
）
や
京
都
府
（
図
５
‐

３
）
と
比
較
す
る
と
、
奈
良
の
こ
の
傾
向

は
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。「
地
域
内
で
夕
食

や
お
酒
を
飲
む
な
ど
比
較
的
高
単
価
な
消

費
が
行
わ
れ
て
い
な
い
」「
宿
泊
滞
在
が
少

な
く
、
大
阪
や
京
都
か
ら
の
日
帰
り
客
が

多
い
」
な
ど
は
、
奈
良
県
が
事
前
に
感
じ

て
い
た
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
形
だ
。

　

た
だ
し
国
籍
別
に
見
て
み
る
と
、
サ
ン

プ
ル
数
は
少
な
い
も
の
の
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
人
は
月
曜
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
火
曜
の

滞
在
が
多
い
な
ど
独
自
の
傾
向
も
。
今
後

の
さ
ら
な
る
調
査
で
よ
り
詳
細
な
情
報
が

得
ら
れ
れ
ば
、
曜
日
ご
と
に
各
市
場
を
狙

っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
の
施
策

も
考
え
ら
れ
る
。

 

「
主
動
線
分
析
」
は
、
旅
行
者
が
県
内
の

ど
こ
を
通
っ
て
い
る
の
か
を
見
る
手
法
。

奈
良
県
で
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
や
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
を
拠
点
に
い
く
つ
か
の

動
線
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
が
集
中
し

て
い
る
の
は
近
鉄
・
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
周
辺

（
図
４
右
上
）。
奈
良
市
内
に
あ
る
こ
れ
ら

の
交
通
拠
点
が
、
訪
日
旅
行
者
の
奈
良
観

光
の
ハ
ブ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
ハ
ブ
の
存
在
は
、
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
外
国
人
向
け
の
情
報
提
供
や

案
内
板
整
備
を
行
っ
て
い
く
に
あ
た
り
、

効
果
的
な
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
る
重
要
な
指

標
と
な
る
。

 

「
ネ
ク
ス
ト
ア
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
プ
」
か
ら

分
か
る
の
は
、
訪
日
旅
行
者
が
ど
こ
か
ら

入
り（
流
入
元
）、ど
こ
に
向
け
て
出
て
い

く
の
か
（
流
出
先
）
と
い

う
流
れ
。
奈
良
県
の
場
合
、

流
入
元
、
流
出
先
と
も
大

阪
府
、
京
都
府
が
大
き
な

割
合
を
占
め
て
い
て
、
大

阪
や
京
都
と
セ
ッ
ト
で
奈

良
を
訪
れ
る
人
が
多
い
こ

と
を
示
す
結
果
と
な
っ
た

（
図
６
‐
１
、
６
‐
２
）。

　

自
県
へ
の
訪
日
外
国
人
に
つ
い
て
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
発
表
の
全
体
デ
ー
タ
と
は
異
な
る
印

象
も
持
っ
て
い
た
奈
良
県
だ
が
、
宿
泊
施

設
か
ら
の
情
報
だ
け
で
は
日
帰
り
客
な
ど

の
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
ず
、
頭
を
悩
ま
せ
て

い
た
。
今
回
の
分
析
で
は
そ
う
し
た
事
情

に
縛
ら
れ
ず
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
得
ら

れ
た
の
が
収
穫
。
現
状
で
絶
対
数
の
多
い

中
国
人
団
体
客
の
誘
致
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
を

感
じ
、「
自
ら
携
帯
端
末
で
情
報
収
集
を
し

つ
つ
旅
を
す
る
個
人
旅
行
者
」
に
着
目
し

て
い
た
奈
良
県
に
と
っ
て
は
、
仮
説
の
裏

付
け
と
も
な
っ
た
。
自
前
の
デ
ー
タ
分
析

チ
ー
ム
の
整
備
を
目
指
し
つ
つ
も
、
手
軽

に
傾
向
が
つ
か
め
る
今
回
の
調
査
に
一
定

の
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。
今
後

は
、
市
場
別
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
ん

だ
調
査
や
、
県
、
市
町
村
単
位
で
は
な
く

よ
り
地
域
に
密
着
し
た
詳
細
な
観
光
客
の

動
向
調
査
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。

　
Ｊ
Ｒ
Ｃ
で
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
手

法
を
組
み
合
わ
せ
て
訪
日
外
国
人
に
関
す

る
位
置
情
報
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
を
提
供

し
て
い
く
。
今
回
の
よ
う
な
調
査
内
容
に

加
え
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
情
報
配
信
と
組
み

合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
展
開
予
定
だ
。

大
阪
・
京
都
と
比
較
し
て

夜
間
人
口
が
少
な
い

ハ
ブ
は
奈
良
駅
周
辺

大
阪
、
京
都
と
セ
ッ
ト
で
来
訪

結果3

結果4

「
傾
向
」
の
把
握
に
役
立
つ

位
置
情
報
分
析
サ
ー
ビ
ス

今後

図4	奈良県全域での
	 外国人訪問客の主動線

図5-2	曜日時間帯別訪日外国人来訪者数タイルマップ 図5-1	 曜日時間帯別訪日外国人来訪者数タイルマップ

※サポート値は奈良県を訪れたユーザー全体に対する比率

図6-1	外国人訪問者の奈良県への流入元（都道府県単位）

ユーザー数 サポート値※移動元
大阪府
京都府
兵庫県
福島県
東京都

6,146人
5,090人
1,525人

854人
816人

80.34%
66.54%
19.93%
11.16%
10.67%

1
2

3

4

5

図6-2	外国人訪問者の奈良県からの流出先（都道府県単位）

ユーザー数 サポート値※移動元
大阪府
京都府
兵庫県
東京都
福島県

6,431人
4,249人
1,771人
1,470人

857人

84.07%
55.54%
23.15%
19.22%
11.20%

1
2

3

4

5

奈良県大阪府

図5-3	曜日時間帯別訪日外国人来訪者数タイルマップ 京都府

訪問者数 低 高
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ン
が
き
っ
か
け
で
旅
行
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
人
が
数
多
く
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
本
事
業
が
「
新
規
需
要
」
の
創
出
に

も
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

本
事
業
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
型
の
ク
ー
ポ
ン
事

業
と
す
る
こ
と
で
、
ク
ー
ポ
ン
発
行
額
や

宿
泊
取
扱
額
が
明
確
に
把
握
で
き
、
こ
れ

に
基
づ
く
総
消
費
額
の
推
定
が
可
能
に
な

っ
た
。
生
み
出
さ
れ
た
経
済
効
果
の
大
き

さ
は
も
ち
ろ
ん
、
ク
ー
ポ
ン
事
業
で
ど
の

程
度
の
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
の
か
が
目

に
見
え
る
形
で
示
さ
れ
た
こ
と
も
成
果
と

い
え
る
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
型
の

ク
ー
ポ
ン
に
よ
っ
て
、
詳
細
な
デ
ー
タ
の

収
集
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
も
注
目
し

た
い
。
ク
ー
ポ
ン
利
用
者
が
旅
行
し
た
時

期
、
曜
日
、
グ
ル
ー
プ
サ
イ
ズ
な
ど
が
分

か
る
こ
と
は
、
施
策
の
効
果
を
測
定
し
、

次
な
る
改
善
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
活
か
す
こ

と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
ク
ー
ポ
ン
の
条
件
設

定
に
よ
り
、
若
者
需
要
の
創
出
な
ど
地
域

独
自
の
課
題
解
決
に
つ
な
げ
ら
れ
る
の
も

ポ
イ
ン
ト
だ
。
Ｊ
Ｒ
Ｃ
で
は
今
後
も
ク
ー

ポ
ン
事
業
を
実
施
予
定
だ
が
、
こ
う
し
た

形
で
の
積
極
的
な
ク
ー
ポ
ン
活
用
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

『
ふ
る
さ
と
割
ク
ー
ポ
ン
』
は
、『
地
域
住

民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
』

を
原
資
に
宿
泊
割
引
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
し
、

旅
行
需
要
の
喚
起
を
狙
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

２
０
１
５
年
度
は
、
49
の
県
市
町
村
と
共

同
で
実
施
し
た
。

　

ク
ー
ポ
ン
は
、
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
『
じ

ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
』
上
で
発
行
。『
じ
ゃ
ら
ん

ｎ
ｅ
ｔ
』
の
ト
ッ
プ
画
面
に
表
示
さ
れ
た

バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
ク
ー
ポ
ン

発
行
地
域
が
一
覧
で
表
示
さ
れ
、
各
地
域

の
Ｐ
Ｒ
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
し
つ
つ
ク
ー
ポ
ン

を
取
得
で
き
る
よ
う
に
し
た
（
左
上
画
像

参
照
）。
な
お
、
ク
ー
ポ
ン
は
、
取
得
を
申

し
込
ん
だ
本
人
が
宿
泊
予
約
を
完
了
し
た

時
点
で
初
め
て
取
得
完
了
と
な
る
仕
組
み
。

一
部
の
人
だ
け
が
大
量
に
取
得
す
る
の
を

防
ぐ
形
を
と
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
単
に
割
引
ク
ー
ポ
ン
を
発
行

す
る
だ
け
で
な
く
、
自
治
体
ご
と
に
発
行

条
件
を
設
け
る
こ
と
で
各
地
域
に
固
有
の

課
題
に
も
対
応
。「
若
者
」
や
「
フ
ァ
ミ
リ

ー
層
」
な
ど
よ
り
絞
り
込
ん
だ
タ
ー
ゲ
ッ

ト
の
需
要
を
喚
起
し
た
り
、
ク
ー
ポ
ン
と

合
わ
せ
て
周
遊
を
促
す
な
ど
の
工
夫
も
行

っ
た
。（
詳
細
は
左
の
コ
ラ
ム
参
照
）

　

２
０
１
５
年
４
月
28
日
か
ら
２
０
１
６

年
２
月
29
日
ま
で
の
期
間
に
、
ク
ー
ポ
ン

を
利
用
し
た
総
予
約
件
数
は
37
万
件
、
総

宿
泊
数
は
延
べ
93
万
人
泊
を
突
破
（
図

７
）。
総
ク
ー
ポ
ン
発
行
額
35
億
円
に
対

し
、
ク
ー
ポ
ン
を
利
用
し
た
宿
泊
取
扱
額

は
１
１
５
億
２
４
７
７
万
円
と
実
に
３
倍

以
上
に
上
っ
た
。

　

さ
ら
に
、『
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
２

０
１
５
』
に
よ
る
と
、
お
土
産
購
入
費
用

等
も
含
め
た
宿
泊
旅
行
１
回
あ
た
り
の
総

消
費
額
は
、
宿
泊
費
用
の
約
３
倍
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
ク
ー
ポ
ン
発
行
に
よ
り
生
み

出
さ
れ
た
旅
行
消
費
の
総
額
は
、
宿
泊
取

扱
額
の
３
倍
に
あ
た
る
約
３
４
５
億
円
と

推
計
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
投
資
額
35
億

円
に
対
し
て
見
れ
ば
、
十
分
に
大
き
な
経

済
効
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ク
ー
ポ
ン
利
用
者
を
対
象
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
ク
ー
ポ
ン
の
利
用

目
的
は
「
家
族
旅
行
」「
友
人
・
知
人
と
の

旅
行
」の
合
計
が
８
割
以
上（
図

８
）。
同
行
人
数
で
は
、
２
人
以

上
で
の
旅
行
が
全
体
の
８
割
以

上
（
図
９
）。
注
目
は
、「
ク
ー

ポ
ン
が
な
く
て
も
旅
行
を
実
施

し
て
い
た
か
」
と
い
う
問
い
に

対
し
て
、
７
割
以
上
が
「
実
施

し
て
い
な
か
っ
た
」
と
回
答
し

た
こ
と
だ
（
図
10
）。
本
来
予

定
が
な
か
っ
た
の
に
、
ク
ー
ポ

ク
ー
ポ
ン
で
宿
泊
促
進
＋

地
域
課
題
の
解
決
を
図
る

経
済
効
果
は
投
資
額
の
約
10
倍

新
規
需
要
の
創
出
に
も
寄
与

地
域
の
課
題
解
決
に

ク
ー
ポ
ン
事
業
の
応
用
を

成果

今後

施策

地
方
創
生
政
策
の
一
環
で
あ
る『
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
』を
活
用
し
、

Ｊ
Ｒ
Ｃ
が
自
治
体
と
共
同
で
実
施
し
た『
ふ
る
さ
と
割
ク
ー
ポ
ン
』事
業
。

そ
の
結
果
を
ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。

推
計
３
４
５
億
円
の
旅
行
消
費
を
創
出
！

『
ふ
る
さ
と
割
ク
ー
ポ
ン
』結
果
報
告

 

地
方
創
生
予
算
に
よ
る
ク
ー
ポ
ン
事
業
で
旅
行
需
要
づ
く
り
に
成
功

News

2

実施して
いなかった
72%

実施
していた
28%

図10	クーポンがなくても
	 旅行を実施していたか（n=304）

図9	 何人での旅行に
	 クーポンを使用したか（n=304）

家族旅行
72%

友人・知人
13.8％

出張等の仕事
3.3％

その他
10.9％

図8	 ふるさと割クーポンの
	 利用目的（n=304）

『じゃらんnet』内に設置された『ふるさと割クーポ
ン』取得用ページ

東伊豆市
クーポン発行額：597万5000円分

三重県
クーポン発行額：1億5853万円分

課題

クーポン
施策

宿泊者が県内周遊せずに帰ってし
まう。既存の全県周遊促進キャン
ペーン『みえ旅パスポート』（3年目）
との連携を図りたい。

『ふるさと割クーポン』参画の全
宿泊施設で『みえ旅パスポート』
を配布。

福島県
クーポン発行額：2億4982万円分

課題

クーポン
施策

東日本大震災以降、若者の誘客
が減少。

3世代での旅行者誘致を目指し、
1人で5000円ごとに1000円割引
から、4人で4万円ごとに2万円割
引まで6種類のクーポンを用意。

自治体ごとの課題と
クーポン関連施策

課題

クーポン
施策

かつては人気の温泉地だった「熱
川（あたがわ）」を若者が読めな
いなど、認知度が低下し、そもそ
も旅先候補にならない。

若い世代のファンづくりを狙い、
クーポンは39歳以下のみが利用
できるよう設定。じゃらんnetで遊
びや体験も含めた周遊コースをタ
イムライン表記。

図7		全国でのふるさと割クーポン利用状況
1,200,000

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0
6月1日 7月1日 7月31日 9月1日 10月1日 10月30日 12月1日 12月31日 2月29日4月28日

クーポン利用総額（万円）
宿泊取扱額（万円）
予約件数
総人泊数

1,083 
3,850 
1,011 
2,536 

11,113 
37,465 
11,444 
28,062

54,168 
176,545 
55,374 

141,452

99,676 
329,865 
105,038 
270,739

148,948 
487,854 
153,262 
391,288

186,323 
610,219 
190,369 
485,771

220,844 
727,382 
226,864 
576,595

258,590 
843,242 
266,172 
670,659

358,743 
1,152,477 

371,859 
931,049

299,611 
973,941 
310,127 
780,948

予約件数
総人泊数

宿泊取扱額

クーポン
利用総額

推計旅行消費額
（全国）

約345億円

２人
62.5%

1人
13.5%

3人
10.2％

4人
10.5％

5人	1.3％
6人	1.3％
7人	0.3％
8人	0.3％
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こ
の
春
よ
り
異
業
種
４
社
が
協
働
し
、

国
内
外
の
旅
行
者
へ
向
け
て
農
業
体
験
や

田
舎
暮
ら
し
体
験
と
い
っ
た
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
商
品
を
企
画
開
発
・
販
売
し
て

い
く
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
。
３
月
に
は

農
林
中
央
金
庫
、
㈱
Ａ
Ｂ
Ｃ
ク
ッ
キ
ン
グ

ス
タ
ジ
オ
、
㈱
農
協
観
光
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
Ｃ

の
４
社
担
当
者
に
よ
る
記
者
発
表
を
行
っ

た
。
今
後
は
商
品
の
企
画
開
発
を
は
じ
め
、

訪
日
外
国
人
旅
行
者
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）

向
け
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
、
各
自

治
体
の
地
域
活
性
解
決
へ
向
け
た
地
方
創

生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
な
ど
を
行
う
。

　

本
事
業
を
立
ち
上
げ
た
背
景
に
は
、
高

齢
化
や
人
口
減
少
が
都
市
部
よ
り
も
顕
著

な
農
山
漁
村
に
対
し
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
よ
る
地
域
間
の
交
流
人
口
の
増

加
・
消
費
拡
大
、
そ
し
て
地
方
の
活
性
化

を
実
現
し
て
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
起
こ
す
と
い
う
目
標
が
あ
る
。
ま
た
、

２
０
２
０
年
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
数
４
０
０

０
万
人
と
の
政
府
目
標
値
案
が
示
さ
れ
た

が
、
現
状
で
は
東
京
・
大
阪
・
北
海
道
・

京
都
・
沖
縄
の
５
都
市
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

宿
泊
人
数
の
６
割
強
を
占
め
る
。
目
標
実

現
に
は
地
方
部
へ
の
送
客
が
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
も
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
盛
り
上
げ
た
い
考
え
だ
。

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
施
設
交
流
人
口

の
政
府
目
標
値
は
２
０
２
０
年
度
に
１
３

０
０
万
人
。
こ
こ
数
年
の
実
績
数
は
緩
や

か
に
伸
び
て
２
０
１
４
年
度
は
１
０
２
７

万
人
と
な
っ
た
が
、
実
現
へ
と
後
押
し
す

る
さ
ら
な
る
一
手
が
望
ま
れ
る
。
そ
れ
に

は
現
状
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
抱
え

る
課
題
解
決
が
必
要
で
あ
り
、
今
回
の
異

業
種
４
社
協
働
の
事
業
で
は
解
決
へ
向
け

た
仕
組
み
を
整
え
て
い
る
。

　

従
来
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
抱
え

る
課
題
を
振
り
返
り
た
い
。
旅
行
者
側
の

課
題
は
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
情
報
収
集

や
手
配
が
困
難
な
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
受

け
入
れ
側
に
と
っ
て
は
、
運
営
体
制
の
整

備
や
商
品
造
成
が
課
題
だ
っ
た
。
こ
の
両

者
が
抱
え
る
課
題
の
原
因
は
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受
け
入
れ
事
業
者
が
、
基

本
的
に
は
観
光
事
業
者
で
は
な
い
こ
と
が

大
き
い
。
農
家
を
は
じ
め
と
す
る
受
け
入

れ
先
は
本
業
が
別
に
あ
り
、
予
約
受
付
や

旅
行
者
の
対
応
、
商
品
造
成
に
慣
れ
て
お

ら
ず
十
分
に
手
を
か
け
る
余
裕
も
な
い
。

そ
こ
で
旅
行
者
と
受
け
入
れ
先
を
橋
渡
し

す
る
中
間
事
業
者
（
各
地
域
の
観
光
協
会

や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
、
旅
行

会
社
な
ど
）
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
求
め
ら

れ
る
が
、
関
係
組
織
が
多
岐
に
わ
た
り
連

携
が
困
難
な
状
況
。
連
携
が
不
十
分
ゆ
え
、

情
報
発
信
が
手
薄
に
な
る
問
題
も
起
こ
る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
本
事
業
が
果

た
す
役
割
を
見
て
い
こ
う
。
第
一
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
従
来
は
全
国
各
地
の
農
家
や
旅

行
会
社
が
単
独
で
扱
っ
て
き
た
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
商
品
を
、
組
織
的
に
造
成
・

販
売
す
る
仕
組
み
が
整
っ
た
こ
と
。
さ
ら

に
異
な
る
経
営
資
源
を
も
つ
異
業
種
４
社

が
、
お
の
お
の
の
強
み
を
持
ち
寄
る
こ
と

で
商
品
・
販
売
方
法
と
も
に
質
を
高
め
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

㈱
農
協
観
光
は
こ
れ
ま
で
も
Ｊ
Ａ
グ
ル

ー
プ
の
旅
行
代
理
店
と
し
て
農
山
漁
村
と

都
市
部
の
交
流
促
進
を
図
る
商
品
を
扱
っ

て
き
た
。
そ
こ
で
蓄
積
し
た
知
識
と
経
験

を
基
に
、
本
事
業
で
は
農
家
な
ど
と
連
携

し
た
受
け
入
れ
体
制
の
構
築
、
個
人
旅
行

者
向
け
の
商
品
造
成
を
進
め
る
。
受
け
入

れ
側
と
の
協
力
関
係
構
築
に
は
、
農
林
中

央
金
庫
が
も
つ
農
協
・
漁
協
・
林
組
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
活
か
し
て
い
く
。

　

国
内
は
も
と
よ
り
海
外
８
都
市
で
も
料

理
教
室
を
展
開
し
、
30
万
人
超
の
会
員
を

抱
え
る
㈱
Ａ
Ｂ
Ｃ
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

で
は
、
地
域
の
農
作
物
を
使
っ
た
料
理
体

験
企
画
を
開
発
し
日
本
の
食
材
や
食
文
化

の
価
値
を
発
信
す
る
。
同
社
の
海
外
会
員

に
対
し
て
も
情
報
発
信
・
意
識
調
査
を
行

っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
拡
大
も
図
る

ほ
か
、
日
本
で
の
体
験
を
通
じ
た
日
本
食

の
フ
ァ
ン
づ
く
り
、
ひ
い
て
は
日
本
食
材

の
輸
出
推
進
を
も
見
据
え
て
い
る
。

　

商
品
造
成
の
際
は
、
地
域
振
興
・
観
光

商
品
開
発
を
手
掛
け
て
き
た
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
経

験
も
活
用
。
こ
れ
ま
で
は
実
施
期
間
や
時

間
・
内
容
・
料
金
な
ど
の
面
で
、
個
人
旅

行
者
が
気
軽
に
利
用
す
る
に
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
商
品
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
旅

行
者
の
ニ
ー
ズ
を
汲
ん
で
商
品
を
磨
き
上

げ
、
よ
り
売
れ
る
商
品
を
目
指
す
。
ま
た

リ
ク
ル
ー
ト
が
も
つ
じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
や

ホ
ッ
ト
ペ
ッ
パ
ー
グ
ル
メ
な
ど
の
媒
体
を

活
用
し
た
宿
泊
先
の
強
化
や
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
も
行
っ
て
い
く
。

　

こ
う
し
て
造
り
上
げ
た
商
品
は
、
じ
ゃ

ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
内
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
予

約
・
販
売
コ
ン
テ
ン
ツ「
遊
び
・
体
験
予
約
」

に
掲
載
予
定
。
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
索

か
ら
手
配
ま
で
ネ
ッ
ト
上
で
手
軽
に
で
き

る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
販
売
経
路

の
拡
大
と
、
旅
行
者
に
と
っ
て
の
利
便
性

向
上
が
見
込
め
る
。
こ
の
「
遊
び
・
体
験

予
約
」
で
は
本
事
業
に
先
駆
け
て
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
商
品
を
扱
っ
て
い
る
。
三

重
県
鳥
羽
市
の
離
島
・
答
志
島
の
「
リ
ス

ト
ラ
ン
テ
Ｂ
Ｂ
Ｑ
」
が
そ
の
一
例
で
、
伊

勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て
離
島
の
情
報

を
発
信
す
る
べ
く
答
志
島
旅
館
組
合
と
鳥

羽
商
工
会
議
所
が
企
画
。
島
の
料
理
人
た

ち
が
考
案
し
た
旬
の
海
産
物
を
使
用
し
た

Ｂ
Ｂ
Ｑ
メ
ニ
ュ
ー
が
楽
し
め
る
内
容
で
、

多
数
の
販
売
実
績
が
あ
る
状
況
だ
。

　

４
社
協
業
に
よ
る
最
初
の
体
験
企
画
と

し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
実
施
。
㈱
Ａ
Ｂ
Ｃ
ク
ッ
キ
ン
グ
ス

タ
ジ
オ
の
海
外
会
員
を
モ
ニ
タ
ー
と
し
て

招
き
、
料
理
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
っ
た

（
コ
ラ
ム
参
照
）。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
企
画
は

ま
ず
主
要
国
際
空
港
を
有
す
る
首
都
圏
・

近
畿
圏
の
モ
デ
ル
地
域
で
展
開
し
、
今
後

３
年
間
で
エ
リ
ア
を
拡
大
す
る
計
画
だ
。

そ
の
ほ
か
、
各
地
の
関
係
機
関
・
事
業
者

の
協
力
を
仰
ぎ
つ
つ
、
国
内
向
け
の
企
画

も
順
次
展
開
し
て
い
く
。

旅
行
者
・
受
け
入
れ
側
の

両
視
点
か
ら
見
る
従
来
の
課
題

第
一
弾
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
企
画
が

近
畿
圏
で
始
動
、
順
次
拡
大
へ

農
林
中
央
金
庫
、
㈱
Ａ
Ｂ
Ｃ
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
、
㈱
農
協
観
光
、

㈱
リ
ク
ル
ー
ト
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）の
４
社
は
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
軸
に
、

農
業
・
農
村
の
活
性
化
を
目
指
す
包
括
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
締
結
。

お
の
お
の
の
強
み
を
活
か
し
、
従
来
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
課
題
を
払
し
ょ
く
す
る
取
り
組
み
を
始
動
し
た
。

「
農
」と「
食
」を
中
心
に
し
た
体
験
で

地
域
の
価
値
向
上
を
図
り
地
方
創
生
へ

  

４
社
協
働
で
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
る
Ｊ
Ｒ
Ｃ
流
グ
リ
ツ
リ
新
サ
ー
ビ
ス
開
始
！

News

3
４
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て

企
画
か
ら
販
売
ま
で
強
化

地
方
活
性
化
に
貢
献
す
べ
く

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進

農林中央金庫  JAバンク・JFマリンバンク・JForestグループの全国機関
 農協・漁協・林組をはじめ国内外のネットワークを活かしてトータルサポート。
 「農業所得増大・地域活性化応援プログラム」による資金支援

「食」「農」をテーマにした体験プログラムを開発・販売し、
グリーンツーリズムおよび

インバウンドを軸にした交流人口の増加と消費拡大へ

ABC	
クッキングスタジオ
料理教室を国内外で展開

「食」にまつわる、国内外
の多様なメンバーシップの
活用

日本食レシピの開発／地方
食材の活用／海外会員の招
致／国内外会員のツアー募
集

地方行政・地域事業者との
連携／ネットによる広報・販
売／ホットペッパー グルメと
の連動／観光調査

観光施設などとの連動／農
業・農村体験企画／地域の
受け入れ体制構築

農協観光

JAグループの旅行事業
地域に根差したツアー・プ
ログラムの企画

リクルート
ライフスタイル（JRC）

「じゃらんnet」による
強力な販売体制

従来のグリーンツーリズムの課題

【受け入れ側視点】	

手配が困難／情報が入手しづらい／気軽に利用するには体験商品のハードルが高い
（体験時間の長さ、価格設定など）

関係組織が多様なため連携が困難、情報発信も手薄に／受け入れ側の本業は別にあり、
体験プログラムの企画・観光客の受け入れに関しては不慣れ

【旅行者視点】

　4月に4日間の行程で京都・奈良・和
歌山をめぐるモニターツアーを実施。

（株）ABCクッキングスタジオの香港会
員の中から、モデルやYouTuberとして
も活躍する発信力の高い女性10名が参
加した。ツアー内容はJA農産物直売所
の見学やジャム作り体験、京都でのお
茶の淹れ方体験、京野菜料理教室など。
今後はモニターの評価を検証して実際
のツアーとして商品化を進める。この
他、今年度内には国内外旅行者向けの
モニターツアーを10回ほど予定。また、
今回のツアーに関連して、立ち寄り先と
なった直売所と道の駅に、体験内容や
商品説明をウェブ上で英語・繁体語に
翻訳できる「多言語メニュー制作支援サ
イト」を導入する運びとなった。

インバウンド向け
モニターツアー
第一弾を近畿地区で実施

3月9日には本事業の協業４社の担当者による記者会
見を実施。事業概要や今後の計画を発信した
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